
南甲府交通安全協会昭和支部

交通安全街頭指導の様子

• しょうわ）につ

 七海 さん」の直筆です。

のために議会ができることののの

10
17
22

❷

 ここが聞きたい 

跡 の要望どうなっ

が行く！安協へ取材！

南甲府交通安全協会昭和支部
町の交通安全のために

交通安全街頭指導の様子

•表題（しょうわ）については「常永小学校

6年2組　韓 七海 さん」の直筆です。

町のために議会ができること

10
17
22

❷

一般質問 ここが聞きたい

追跡 あの要望どうなった

議員記者が行く！安協へ取材！

山梨県昭和町議会
http:www.town.showa.yamanashi.jp/

山梨県昭和町議会
http:www.town.showa.yamanashi.jp/
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 会ができること 会ができること

 町の
発展の ために

 ことを
 した！

富士川町議会視察

日時：平成29年7月28日（金）

場所：富士川町役場

内容：タブレット活用による
議会運営について

昭和町議会防災訓練

日時：平成29年8月27日（日）

場所：昭和町役場委員会室（参集訓練も実施）

内容：大規模災害を想定した参集訓練及び、
避難所運営机上訓練

やまなし 議会だよりしょうわ No.175
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議 議 

更なる 町の
発展の 
様々な 
学びま 

昭和町学校給食センター視察

日時：平成29年7月7日（金）

場所：昭和町学校給食センター

内容：今後の施設整備についてと
給食作成過程の視察と試食

中巨摩広域清掃センター視察

日時：平成29年8月22日（火）

場所：中巨摩広域清掃センター

内容：今後のごみ処理施設整備についてと
施設内視察

3
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平成28年度決算　健全な財政運営と認定平成28年度決算　健全な財政運営と認定
審査の意見

平成28年度昭和町一般会計、特別会計予算に計上された各事務事業は

総じて順調な成果を収めているものと認めた。

会　　　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

合　　　計

歳入総額

22億7738万4429円

1億4550万4422円

9億5293万889円

1821万8787円

10億5090万2235円

769万2075円

124億9023万9956円

歳出総額

21億5904万421円

1億4424万5350円

8億7642万4244円

1604万3415円

10億3094万6837円

597万7961円

118億2828万1780円

結　果

平成28年度特別会計決算
※数値は端数調整してあります。

全
員
賛
成
で
認
定 

実質公債比率は26年度と比べ、0.5％減少しました。将来負担比率は26年度より14.8％減少し、実質的な標準財政規模に

対する負担比率は低くなりました。実質公債費比率・将来負担比率ともに比率が小さいほど財政状況は良いと判断します。

一般会計歳入

町税の内訳

町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

単位<円>

19億8198万1千円

23億2878万7千円

2億8686万6千円

5487万4千円

※

町税
47億6325万円

繰入金
5億793万2千円

使用料/手数料　7429万7千円

繰越金　3億3026万8千円

分担金/負担金　1億7709万7千円

諸収入他　1億3955万円

80億3760万7千円

一般会計歳入合計

80億3760万7千円

自主財源

74.5%

依存財源

25.5%

国庫支出金　8億6777万6千円

県支出金　5億8992万7千円

町債

4260万円

地方消費税交付金他

5億4491万円

（　　　　　　　　　　　　）代表監査委員　石原政彦
　　監査委員　林　和仁

※地方自治体の財政力を示す指数。3年平均で１未満だと交付団体になる。

《健全化判断比率》

区　　分

比　　　　　率

早期健全化基準

実質公債費比率

9.1

25.00 

将来負担比率

20.8

350.00

《財政力指数》（単年）

H26

1.1

H27

1.13

H28

1.17

平成28年度健全化判断比率等の状況
平成２８年度決算に基づく健全化判断比率は、基準を
下回っているため、“健全である”といえます。

やまなし 議会だよりしょうわ No.175
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平成28年度決算　健全な財政運営平成28年度決算　健全な財政運営
　9月定例会の中において決算特別委員会が開催されました。第３回定例会で決算特別委員会に

付託された、一般会計、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇

水対策事業特別会計に対し、監査委員の意見書及び各課長から説明を受けました。いずれも慎重

審査の結果、全員賛成で認定されました。

・一般廃棄物収集運搬処理　６４８１万円

・予防接種委託　５３３８万円

・人間ドックほか健康診査委託　５０５８万円

～主な使いみち～一般会計

衛生費

・総合行政情報システム借上　４４７１万円

・財務会計システム更新切替業務　１３２万円

・地域力活性化交付金　２５８７万円 

総務費

・児童支援費　２億３８２８万５千円 

・高齢者福祉費　１２３８万３千円 

・重度心身障害者医療費　５２９５万円

民生費

・小中学校費　２億６７７９万円

・学校給食費　１億９３８７万円

・温水プール運営費　７２６２万円

教育費

・道路改良工事　８８４２万円

・町道植樹帯・緑地帯管理　１５８１万円

・橋梁修繕工事　１３０４万円

土木費

・甲府地区広域行政事務組合負担金

　２億４３５３万円

・公園樹木植栽管理　２８１３万円

・町商工会育成事業補助金　１１３７万円

消防費ほか

５億５５７１万円 

公債費（借金返済）

・基金積立金　６億１５７４万円

諸支出金

※単位：千円以下切捨て

衛生費

総務費

民生費

教育費

土木費

消防費ほか

公債費（借金返済）

諸支出金

民生費

27億4283万2千円

一般会計歳出

 町債（借金）の累積残額　 単位<万円>

一般会計 約５２億４１８０万円…

一人当たり 約２６万円

※人口１９，７１６人（H29.6.30時）

 基金(預金)の累積残額　 単位<万円>

約３３億４８５１万円…一人当たり 約１６万円

75億9560万4千円

一般会計歳出合計

75億9560万4千円

民生費

27億4283万2千円

土木費

8億7671万4千円総務費

10億2244万4千円

土木費

8億7671万4千円総務費

10億2244万4千円

教育費

8億3028万4千円

諸支出金　6億1574万2千円

公債費　5億5552万1千円

衛生費　4億7003万4千円

消防費　2億8083万1千円

農林水産費　8200万5千円

議会費

9567万5千円

商工費

2113万1千円

その他

239万1千円
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全員賛成

で同意

全員賛成

で可決

全員賛成

で可決

全員賛成

で採択

全員賛成

で可決

全員賛成

で認定

全員賛成

で可決

河
田

　
あ
け
み

三
井

　
　
猛

遠
藤

　
辰
男

田
中

　
博
愛

※

塚
原

　
將
司

樋
口

　
敏
夫

河
住

　
保
茂

鷹
野

　
一
雄

林

　
　
和
仁

石
原

　
高
明

中
澤

　
康
夫

石
原

　
一
好

薬
袋

　
義
久

金
丸

　
富
一

依
田

　
茂
巳

堀

　
　
門
太

みんなの意見が国と
かに言えるようにな

るっ

てすごいことだよね
。それができる『議会

』っ

てとても大切なとこ
ろなんだ。

決まったこと
　平成29年9月定例会は、9月6日から21日まで16日間の会期で開きました。
町長提出の町道認定案件1案件、平成29年度一般会計および特別会計
補正予算6案件のほか、決算関係の認定7案件その他3案件を含めた計17
案件を審議しました。一般質問では7人の議員が12件について活発な質
問・意見を展開しました。

●詳細は11月末更新予定のＨＰの会議録を御覧下さい。　※塚原　將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

9月

定例会で

審議

結果

請願①と意見書②の違い

ほたるんに聞いてみよう！ほたるんに聞いてみよう！

認定第1号～認定第7号

平成28年度昭和町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定を求める件

意見書第2号②

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担金制度拡充を図るための意見書

請願第2号①

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担金制度拡充を図るための請願

議提第2号

平成29年度議会議員県外視察研修の実施について

議案第29号

町道路線の認定の件

同意第19号

昭和町教育委員の選任について

議案第30号～議案第35号

昭和町一般会計及び特別会計補正予算

①「請願」とは町民の方や、各団体の方などから昭和町議会に向け

て、その議会の議員の紹介をもらって、お願いすることだよ。

②「意見書」とは昭和町議会から国会又は関係省庁に向けて意見書

を出しましょう。というものなんだ。

①「請願」とは町民の方や、各団体の方などから昭和町議会に向け

て、その議会の議員の紹介をもらって、お願いすることだよ。

②「意見書」とは昭和町議会から国会又は関係省庁に向けて意見書

を出しましょう。というものなんだ。

ねえねえほたるん、【議会で決

まったこと】の中の請願と意

見書ってどういうもの？

やまなし 議会だよりしょうわ No.175
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依
田
議
員

　公
害
対
策
事
業

の
中
で
、
昭
和
町
は
都
市
化
が

進
ん
で
、
騒
音
・
振
動
等
の
公

害
関
係
が
増
加
し
て
い
る
。

　昭
和
町
の
環
境
に
よ
る
苦
情

も
６
件
発
生
し
て
い
る
。
公
害

等
を
事
前
に
減
少
さ
せ
る
取

り
組
み
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　現
時
点
で
、

公
害
等
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と

の
予
算
が
少
な
い
の
が
現
状
。

　今
後
検
討
し
、
予
算
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ん
で
進
め
た
い
。

石
原(

高)

議
員

　甲
府
市
の

水
道
局
よ
り
、
協
力
金
を
毎

年
受
け
取
っ
て
い
て
残
高
が
増

加
し
て
い
る
が
、
使
用
目
的
は

あ
る
の
か
。

副
町
長

　甲
府
市
と
の
協
力

金
は
、
昭
和
町
が
毎
年
５
０
０

万
円
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

　昭
和
町
の
所
有
す
る
井
戸

も
あ
り
、
今
後
老
朽
化
し
た
と

き
に
井
戸
の
掘
り
直
し
を
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
を

１
本
掘
る
予
算
は
２
０
０
０
万

円
程
か
か
る
為
、
目
的
基
金

の
積
み
立
て
を
し
て
い
る
。

中
澤
議
員

　Ｂ
型
肝
炎
も
定

期
予
防
接
種
に
な
っ
た
が
、

他
に
任
意
接
種
の
も
の
は
あ

る
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　お
た

ふ
く
風
邪
の
予
防
接
種
な
ど

が
任
意
接
種
と
な
っ
て
い
る
。

中
澤
議
員

　学
校
施
設
管
理

保
守
委
託
の
関
係
で
、
中
学

校
よ
り
小
学
校
の
費
用
が
高

い
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長

　小
学
校
は

エ
コ
ス
ク
ー
ル
仕
様
と
な
っ
て
い

て
、
様
々
な
機
器
が
あ
る
関

係
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

河
住
議
員

　備
品
購
入
費
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
を
購

入
。
ど
の
様
な
貸
し
出
し
を

し
て
数
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

　一
般
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
る
。
数
量
は
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
６
本
入
り
20
セ
ッ

ト
・
ボ
ー
ル
が
１
２
０
個
。

決
算
審
査
委
員
会
質
疑

決
算
審
査
委
員
会
質
疑

公
害
対
策

事
業
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

依
田
議
員

　今
年
度
か
ら
の

事
業
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
が
、
全
職
員
を
対

象
に
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

　対
象
と
し
た

職
員
は
正
職
員
と
臨
時
・

嘱
託
職
員
及
び
、
小
中
学
校

の
教
員
で
行
っ
た
。

甲
府
水
道
局
と
の

協
力
金
に
つ
い
て

グランドゴルフセット

小学校のエコスクール仕様設備

学
校
施
設
管
理

保
守
委
託
に
つ
い
て

備
品
購
入
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て

7
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第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
委
員
会
質
疑

中
澤
議
員

　キ
ト
ー
が
新
た

に
井
戸
を
設
置
す
る
が
、
旧

井
戸
の
取
り
扱
い
は
。

副
町
長

　旧
井
戸
の
廃
止
に

伴
う
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
キ

ト
ー
と
協
議
し
て
い
く
。

田
中
議
員

　工
業
団
地
の
取

水
に
関
連
し
て
近
隣
の
井
戸

が
枯
れ
た
経
過
が
あ
る
。
井

戸
設
置
者
の
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　地
下
水
の

採
取
計
画
を
遵
守
す
る
よ
う

指
導
の
徹
底
を
図
る
。

当
局
よ
り
地
下
水
採
取
の

適
正
化
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
井
戸
設
置
申
請

(

築
地
新
居
）
、
井
戸
設
置

届
出
（
紙
漉
阿
原
）
の
申
請

が
あ
っ
た
。

当
局
よ
り
今
後
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

旧
井
戸
の
今
後
の
対
応
は

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

学
校
教
育
課
長

　児
童
生

徒
数
等
の
増
加
や
、
設
備
の

老
朽
化
も
進
み
、
給
食
調

理
施
設
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

田
中
議
員

　現
在
の
場
所

で
対
応
し
き
れ
る
か
。

副
町
長

　費
用
が
か
か
る

た
め
、
増
築
し
た
上
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

押
原
中
学
校
増
築
に
つ
い
て

(

仮)

生
涯
学
習
館
に
つ
い
て

(

仮)

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
長

　生
徒
数
の

増
加
に
伴
い
、
教
室
が
不
足
し
、

増
築
工
事
の
必
要
が
あ
る
。

依
田
議
員

　普
通
教
室
は

そ
の
ま
ま
で
、
理
科
室
、
音

楽
室
等
を
１
ヶ
所
に
ま
と
め

る
改
築
で
対
応
し
て
は
。

学
校
教
育
課
長

　教
室
の

水
道
の
配
管
等
が
あ
る
と
設

置
や
撤
去
に
費
用
が
掛
か
る

の
で
学
校
と
協
議
し
て
、
将

来
的
な
こ
と
を
考
え
て
普

通
教
室
増
築
で
対
応
と
い

う
判
断
に
至
っ
た
。

福
祉
課
長

　山
梨
中
央
銀

行
旧
昭
和
支
店
を
再
活
用

乳
幼
児
と
家
族
が
気
軽
に

来
る
こ
と
が
で
き
る
、
子
育

て
支
援
拠
点
と
な
る
施
設

と
し
て
平
成
31

年
４
月
の

開
館
を
目
指
す
。

三
井
議
員

　土
地
、
建
物
は

買
う
の
か
、
借
り
る
の
か
。

副
町
長

　土
地
開
発
基
金

を
活
用
し
購
入
す
る
方
向

で
考
え
て
い
く
。

石
原(

一)

議
員

　銀
行
の
払

い
下
げ
は
例
が
あ
る
の
か
。

副
町
長

　他
市
町
村
で
払
い

下
げ
の
例
が
あ
る
の
で
そ
れ

を
参
考
に
し
な
が
ら
当
町
も

す
す
め
て
い
く
。

生
涯
学
習
課
長

　図
書
館

を
併
設
し
た
会
議
室
や
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
で
き
る
貸
し

ホ
ー
ル
を
検
討
し
た
い
。

三
井
議
員

　具
体
的
な
建

設
場
所
は
。

副
町
長

　建
設
委
員
会
を

設
置
し
て
そ
の
中
で
進
め
て

い
く
。

給食センター

水
源
対
策

特
別
委
員
会
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第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

鷹
野
議
員

　町
道
認
定
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
っ
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長

　農
道
以
外
の

道
路
に
つ
い
て
幅
員
等
の
基

準
は
な
い
。
交
付
税
の
関
係

や
、
維
持
管
理
の
観
点
か
ら

認
定
を
進
め
て
い
る
。

依

田

議

員

　緑
地
帯
の
伐

採
委
託
に
つ
い
て
、
根
元
か
ら

伐
採
す
る
方
法
を
と
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　現
時
点

で
は
、
伐
採
後
の
管
理
も
視

野
に
入
れ
て
根
元
か
ら
伐
採

す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

遠
藤
議
員

　常
永
団
地
の

入
居
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
課
長

　現
在
、
空
き
が

で
そ
う
な
の
で
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

町
道
認
定
に
つ
い
て

統
計
調
査
に
つ
い
て

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
に
つ
い
て

石
原(

高)

議
員

　統
計
調

査
は
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行

う
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　今
年
度

は
、
国
民
の
就
業
構
造
を
把

握
す
る
た
め
の
就
業
構
造
基

本
調
査
と
我
が
国
の
工
業
実

態
を
把
握
す
る
た
め
の
工
業

統
計
調
査
を
行
う
。

石
原(

一)

議
員

　役
場
の
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
の
水
道
が

手
動
回
転
式
に
な
っ
て
お
り
、

手
を
洗
う
の
に
不
便
な
時
も

あ
る
よ
う
な
の
で
、
自
動
感

知
式
に
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　役
場
の
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
は
旧
式
な
も
の

で
、
改
修
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　改
修
に
つ
い
て
は
予
算
の

樋
口
議
員

　学
力
テ
ス
ト
の

結
果
公
表
が
あ
り
小
学
校

６
年
生
は
全
科
目
で
低
下
し

て
い
る
が
本
町
の
状
況
は
。

教
育
長

　８
月
21

日
に
文

部
科
学
省
か
ら
各
学
校
へ
通

知
。
本
町
の
３
小
学
校
は
４

項
目
全
て
に
お
い
て
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

河
田
議
員

　教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

の
公
表
の
仕
方
は
。

学
校
教
育
課
長

　ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
並
び
に
教
育
委
員
会

事
務
所
に
て
閲
覧
可
能
。

河
住
議
員

　常
永
児
童
館

の
ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
を
す
る
よ

う
だ
が
、
ど
こ
の
箇
所
か
。

福
祉
課
長

　円
形
の
部
屋
の

梁
の
部
分
を
検
査
す
る
。

中
澤
議
員

　総
合
会
館
の
ア

ス
ベ
ス
ト
検
査
は
。

福
祉
課
長

　ボ
イ
ラ
ー
室
と

ス
テ
ー
ジ
上
の
梁
の
部
分
に
関

し
て
検
査
を
す
る
。

河
住
議
員

　社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
に
つ
い
て
今
後
は

ど
う
な
る
か
。

副
町
長

　町
長
は
会
長
職
を

降
り
る
。
12

月
頃
ま
で
に
は

新
会
長
が
決
ま
る
見
込
み
。

関
係
上
、
レ
バ
ー
式
の
蛇
口

を
考
え
て
い
る
。

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
検
査
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の

自
己
評
価
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の

今
後
に
つ
い
て

庁舎内障がい者用トイレ

産
業
土
木

常
任
委
員
会
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一般質問の内容は議会事務局で閲覧できます。一般質問の内容は議会事務局

施策を問う施策を問う施策を問う
ここが
聞きたい

Q
介
護
と
在
宅

医
療
へ
の
対
策
を

A
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
お
き
、

地
域
の
中
の
支
え
合
い
機
能
を
強
化
す
る

石
原
（
高
）

　少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
自

立
し
た
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

の
適
切
な
対
応
を
提
案
で
き
る
体
制

の
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　そ
れ
に
は
保
健
師
や
栄
養
士
、
社

会
福
祉
士
な
ど
の
増
員
が
不
可
欠
で

あ
り
、
長
期
的
な
視
点
で
計
画
的
に

採
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　町
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
、
現
在
の
運
用
状
況

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　ま
た
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
の

実
情
の
中
で
、
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
は
あ
る
の
か
。

　さ
ら
に
自
助
、
共
助
、
公
助
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
な
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、
公
助
と
し
て

の
専
門
職
の
増
員
に
つ
い
て
、
町

当
局
が
必
要
と
考
え
る
職
種
と

今
後
の
採
用
計
画
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

町
長

　昭
和
町
で
は
平
成
24

年
度

に
役
場
庁
内
に「
地
域
包
括
ケ

ア
推

進

研

究

会
」
を
起
ち
上

げ
、
住
民
と
課
題
を
共
有
し
話

し
合
う
「
地
域
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
会
」
を
町
内
３
地
区
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
は
延
べ
１
５
０
０

人
以
上
が
養
成
さ
れ
、
地
域
の

中
で
互
助
の
一
役
を
担
っ
て
く

れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
上
河
東
区
と
紙
漉

阿
原
区
の
２
地
区
で
は
す
べ
て

を
住
民
だ
け
で
取
り
組
む
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
と
い
う
全

く
新
し
い
介
護
予
防
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
前
進
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　今

後

は
「
生

活

支

援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
地

域
の
中
の
支
え
合
い
機
能
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
の
関

係
部
署
が
効
率
的
、
効
果
的
に

動
け
る
よ
う
に
体
制
の
検
討
も

進
め
て
い
く
。

　職
員
数
は
「
昭
和
町
定
数
条

例
」に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
増
員
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　専
門
職
員
の
さ
ら
な
る

確

保

が

必

要

と

思

わ

れ

る
。
町
職
員
定
数
条
例
と

町
定
員
適
正
化
計
画
の
整

合
性
に
つ
い
て
、
ま
た
新
た

に
作
成
す
る
定
員
適
正
化

計
画
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

総
務
課
長

　職
員
数
は
平
成
29

年
４
月

時
点
で
の
計
画
値
の
１
０
９
人

に
対
し
て
、
１
０
７
人
に
な
っ
て

い
る
。

　平
成
28

年
３
月
の
定
年
退
職

者
の
う
ち
２
人
が
再
任
用
を
希

望
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　新
た
な
定
員
適
正
化
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
町
の
機

構
改
革
、
国
が
検
討
し
て
い
る

公
務
員
の
定
年
延
長
等
を
踏

ま
え
、
組
織
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
よ
う
人
員
を
必

要
な
部
署
に
配
置
し
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

　

一
般
質
問

一
般
質
問

庁舎のようす

石原　高明 議員

い し は ら た か あ き
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依田　茂巳 議員

よ だ し げ み

Q 自治会運営をサポートする拠点の設置を

A 自治会を支える機能を有する
施設を開設する

一
般
質
問

一
般
質
問

防災倉庫

依
田

　住
民
自
治
を
担
い
、
行
政
と
の

協
働
型
ま
ち
づ
く
り
体
制
の
確
立

を
進
め
る
組
織
と
し
て
重
要
な
自

治
会
の
運
営
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
に
、
自
治
会
の
実
態
調

査
の
実
施
、
ま
た
自
治
会
役
員
の

負
担
軽
減
、
自
治
会
間
の
情
報
交

流
の
拠
点
と
し
て
「
（
仮
称
）
大
人

の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

町
長

　実
態
調
査
に
つ
い
て
は
区
長
会
の

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　ま
た
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
十
分

な
検
討
が
必
要
だ
が
、
自
治
会
を
支

え
て
い
く
た
め
の
機
能
を
有
す
る
施

設
を
開
設
し
、
自
治
会
業
務
の
支
援

の
ほ
か
、
高
齢
化
へ
の
対
応
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　来
年
度
か
ら
先
行
的
に
、
事

務
的
な
こ
と
に
熟
知
し
て
い
る

方
々
に
自
治
会
の
事
務
仕
事
を

サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
状
況
を

検
証
し
て
み
る
な
ど
、ソ
フ
ト
面

か
ら
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　各
区
長
に
ど
ん
な
支
援
が
必

要
か
調
査
へ
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
総
務
課
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
職
員
の
配
置
な
ど
順
次
検
討

し
て
い
き
た
い
。

依
田

　押
原
公
園
に
整
備
さ
れ
て
い

る
防
災
機
能
に
つ
い
て
、
見
え
る

化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　ま
た
公
園
内
に
あ
る
テ
ン
ト

や
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
な
ど
の
防
災

機
能
を
使
っ
た
訓
練
を
、
申
込
制

な
ど
で
日
常
的
に
体
験
す
る
機

会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長

　押
原
公
園
防
災
機
能
の
見
え

る
化
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
自
主
防

災
組
織
の
役
員
や
関
係
団
体
を

対
象
に
備
蓄
し
て
い
る
資
機
材
の

使
用
方
法
の
説
明
、避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
の
研
修
会
を
実
施
し

て
い
て
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　資
機
材
の
展
示
に
よ
り
公
助

と
し
て
の
備
え
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
大
切
だ
が
、
自

助
と
し
て
、
周
知
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

再
質
問

　防
災
倉
庫
の
壁
に
備
蓄
品
の

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
描
く
こ
と
で

防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　防
災
倉
庫
へ
の
イ
ラ
ス
ト
は
広

報
案
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
す
る
。

依
田

　運
転
可
能
な
高
齢
者
の
方
々

に
、
自
動
車
教
習
所
と
連
携
し
、
１

年
に
１
回
安
全
運
転
講
習
を
受
け

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

町
長

　講
習
に
つ
い
て
は
県
や
県
警
な
ど

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
高
齢
者

の
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

再
質
問

　富
士
河
口
湖
町
が
導
入
し
て
い

る
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
事
業

は
実
施
可
能
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　提
案
の
事
業
も
参
考
に
し
な
が
ら

調
査
、
研
究
し
て
、
高
齢
者
の
交
通

安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
押
原
公
園
の
防
災

機
能
の
見
え
る
化
を

A
避
難
所
運
営
訓
練

な
ど
の
研
修
会
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く

Q
高
齢
運
転
者
の
安
全

運
転
講
習
の
実
施
を

A
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が

可
能
か
研
究
し
、

安
全
対
策
に
取
り
組
む

11
やまなし 議会だよりしょうわ No.175

平成 29 年 10 月 27 日発行



一
般
質
問

一
般
質
問

Q
農地転用規制緩和による雇用創出について、
どう進めていくのか

A
国、県の動向などを注視し、
方向性を決めていく

田
中

　政
府
は
農
地
法
に
つ
い
て
、
工

場
や
倉
庫
に
限
っ
て
農
地
転
用

で
き
る
と
い
う
業
種
限
定
を
な

く
し
、
地
域
振
興
に
役
立
つ
企

業
の
進
出
を
受
け
入
れ
雇
用
の

創
出
を
め
ざ
す
目
的
で
規
制
を

緩
和
す
る
政
令
改
正
を
閣
議
決

定
し
た
。

　政
府
が
雇
用
創
出
に
向
け
た

規
制
緩
和
を
施
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
甲
府
都
市
計
画
区
域
の

中
心
的
位
置
に
あ
る
昭
和
町
と

し
て
も
産
業
の
振
興
を
進
め
、

雇
用
創
出
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば
、
将
来
に
向
け
て

ゆ
る
ぎ
な
い
発
展
に
つ
な
が

る
と
確
信
す
る
。
政
府
の
閣

議
決
定
を
踏
ま
え
て
、
農
地

転
用
規
制
緩
和
に
よ
る
雇
用

創
出
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

　現
在
、
国
は
基
本
方
針
を

策
定
中
で
、
県
で
は
「
地
域

経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ

る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
基
本
計
画
を
策
定
し
、

県
内
27

市
町
村
と
連
名
で
国

へ
同
意
を
求
め
る
協
議
書
を

提
出
し
て
い
る
。

　今
後
、
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
、
県
内
市
町
村
の
状

況
を
見
極
め
た
中
で
昭
和
町

と
し
て
取
る
べ
き
方
向
性
を

決
め
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　山
梨
県
で
は
基
本
計
画
を

策
定
し
、
県
内
27
市
町
村
と

連
名
で
国
へ
同
意
を
求
め
る

協
議
書
を
提

出
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
議
会
で
は
そ
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

て
い
な
い
。
町
は
ど
こ
で
説

明
し
た
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　県
か
ら
市
町
村
が
説
明
を

受
け
た
の
が
協
議
書
を
提
出

す
る
数
日
前
で
、
す
ぐ
に
申
請

書
の
提
出
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、

議
員
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
説

明
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

　国
の
同
意
を
得
ら
れ
て
か

ら
計
画
が
公
表
さ
れ
る
流
れ

に
な
っ
て
い
る
。

田中　博愛 議員

た な か ひ ろ よ し

昭和町にある農地

やまなし 議会だよりしょうわ No.175

平成 29 年 10 月 27 日発行
12



一
般
質
問

一
般
質
問

Q 町独自の「生活記録表」の導入は

A 今すぐの作成は考えていない

一
般
質
問

一
般
質
問

鷹
野

　児
童
の
生
活
改
善
の
た
め
に

「
生
活
記
録
表
」
を
取
り
入
れ
て
い

る
学
校
が
増
え
て
い
る
。

　児
童
自
身
が
１
日
を
振
り
返

り
、
ど
う
過
ご
し
た
か
を
「
見
え

る
化
」
す
る
記
録
だ
。

　自
分
で
書
き
込
む
こ
と
で
、
自

分
の
生
活
は
自
分
で
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
狙
い
で
、
学
力
向
上
や
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　昭
和
町
で
も
小
学
校
３
校
で

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
で
標
準
化
し
た
「
生
活
記

録
表
」
を
検
討
作
成
し
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長

　子
ど
も
た
ち
の
家
庭
生
活
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
な
こ

と
で
あ
り
、
家
庭
学
習
の
時
間

確
保
に
取
り
組
む
こ
と
は
大
切

と
考
え
て
い
る
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
は
町
統

一
の
生
活
記
録
表
を
今
す
ぐ
作

成
し
て
い
く
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
各
学
校
の
校
長
や
教
職
員

の
意
見
を
聴
き
、
他
の
実
践
事

例
な
ど
を
研
究
す
る
中
で
、
今

後
家
庭
で
の
学
習
時
間
の
確
保

や
、
生
活
時
間
の
見
直
し
を
図

る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

鷹
野

　国
は
訪
日
外
国
人
が
増
え

る
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
な
ど

を
見
据
え
て
、
英
語
力
ア
ッ
プ

の
達
成
目
標
を
設
定
し
た
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
。「
英
語
教
育

強
化
地
域
拠
点
事
業
」
を
行
っ

て
い
る
昭
和
町
は
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

教
育
長

　昭
和
町
は
文
部
科
学
省
の

「
英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事

業
」の
指
定
を
受
け
、
平
成
27

年

度
か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
町
独
自
の
教
育
課
程
を
作

成
し
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
に
対
し
て
先
行
的

な
英
語
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ま
で
小
学
校
３
校
と
押

原
中
、
甲
府
昭
和
高
校
が
連
携

し
た
英
語
教
育
を
研
究
・
実
践

し
て
い
る
ほ
か
、
全
小
学
校
に
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
き

た
。
成
果
と
し
て
、
今
年
度
の

中
学
２
年
生
対
象
の
山
梨
県
学

力
把
握
調
査
で
英
語
の
成
績

が
、
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
た
。

　研
究
指
定
の
最
終
年
度
に
な

る
今
年
度
は
、
さ
ら
に
研
究
課

題
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
成

果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　英
語
力
ア
ッ
プ
の
数
値
目
標

は
設
定
す
る
の
か
。

教
育
長

　数
値
目
標
の
設
定
は
検
討
課

題
だ
。
小
学
校
で
は
英
語
嫌
い

を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
、

評
価
の
数
値
化
そ
の
も
の
に
課

題
が
あ
る
。

　中
学
校
も
研
究
指
定
地
域
の

昭
和
町
と
他
地
域
の
比
較
は
難

し
く
、
県
の
学
力
テ
ス
ト
な
ど
に

お
い
て
目
標
を
立
て
て
い
る
。
今

後
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領

を
踏
ま
え
て
、
数
値
目
標
を
設

定
す
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

鷹野　一雄 議員

た か の か ず お

ALT教諭

Q
昭
和
町
の
英
語
力

ア
ッ
プ
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
。

A
町
独
自
の
先
行
的
な

英
語
教
育
を

進
め
て
い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

Q
過去5年間の町内の
生活保護受給世帯の推移と現状は

A この5年間で倍増している

金
丸

　厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

平
成
26
年
２
月
時
点
で
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
は
全
国
で
２
１

６
万
人
を
超
え
、
そ
の
う
ち
43
％

を
高
齢
者
世
帯
が
占
め
、
働
け
る

年
齢
層
を
含
む
「
そ
の
他
」
も
17
％

と
聞
い
て
い
る
。

　不
況
の
影
響
で
仕
事
を
失
っ
た

人
が
な
か
な
か
次
の
仕
事
に
つ
け

ず
、
生
活
保
護
を
受
け
る
傾
向
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
厚
生
労

働
省
の
分
析
で
あ
る
。
生
活
保
護

制
度
は
本
当
に
生
活
に
困
窮
す
る

人
を
救
い
、
や
が
て
社
会
に
復
帰

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　本
町
に
お
い
て
も
受
給
者
数

は
例
外
な
く
増
加
傾
向
に
あ
る

と
思
う
が
、
平
成
28
年
３
月
31

日
現
在
、
約
72
世
帯
95
人
と
聞

い
て
い
る
。

　そ
の
中
で
高
齢
者
の
み
世

帯
・
就
労
可
能
年
齢
層
の
比
率

や
、
対
象
に
な
る
児
童
の
有
無

な
ど
、
過
去
５
年
間
の
推
移
お

よ
び
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

町
長

　生
活
保
護
の
調
査
、
認
定
、

受
給
額
の
決
定
な
ど
は
県
の
業

務
に
な
る
が
、
平
成
24

年
４
月

の
昭
和
町
の
生
活
保
護
受
給
世

帯
は
41

世
帯
56

人
で
、
今
年
３

月
末
に
は
78

世
帯
１
０
２
人
と

な
り
、
こ
の
５
年
間
で
倍
近
く

に
増
え
て
い
る
。

　世
帯
構
成
は
単
身
世
帯
が
８

割
近
く
を
占
め
、
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
は
全
体
の
４
割
、
児
童

が
い
る
世
帯
は
数
世
帯
だ
。
就

労
可
能
と
思
わ
れ
る
20

歳
か
ら

60

歳
の
年
齢
層
の
被
保
護
者
数

は
半
数
近
く
に
な
る
。

　新
た
に
生
活
保
護
を
受
給
す

る
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
単
身
で

生
活
を
し
て
い
た
が
、
身
体
や

精
神
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
就

労
で
き
ず
、
身
内
の
援
助
も
受

け
ら
れ
な
い
よ
う
な
方
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。

　町
で
は
今
後
も
県
と
連
携
し

な
が
ら
生
活
困
窮
者
支
援
に
努

め
て
い
く
。

再
質
問

　生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

に
対
す
る
働
き
か
け
や
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
充
足
率
は
ど
の
程

度
か
。

　ま
た
適
正
需
給
の
確
認
や
就

労
支
援
に
つ
い
て
県
と
の
連
携

は
ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

　さ
ら
に
対
象
の
児
童
に
つ
い

て
、
児
童
手
当
な
ど
教
育
支
援

と
の
兼
ね
合
い
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長

　県
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
状

況
に
合
わ
せ
て
定
期
的
な
訪
問

を
行
っ
て
い
る
。
充
足
率
は
県
の

職
員
の
人
員
配
置
に
よ
る
も
の

だ
が
、
足
り
て
い
る
と
は
い
え
な

い
と
思
う
。

　就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
確
認
し
、
病

気
や
ケ
ガ
が
回
復
し
て
就
労
可

能
と
な
れ
ば
、
町
も
県
と
連
携

し
な
が
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関

係
機
関
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
支
援

を
し
て
い
る
。

　児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
生
活

保
護
制
度
は
他
の
法
律
が
優
先

な
の
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
、
国
が
定
め
た
生
活
保
護
費

か
ら
差
し
引
い
た
不
足
額
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

金丸　富一 議員

か ね ま る と み か ず

峡南保健福祉事務所
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一
般
質
問

一
般
質
問

Q 防災の自助力を高める活動を

A
防災講話の実施など
自助力向上に努める

一
般
質
問

一
般
質
問

河
田

　自
助
は
防
災
・
減
災
の
基
本
だ
。

町
民
が
自
助
力
を
高
め
れ
ば
、
命

と
財
産
が
守
ら
れ
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
。

　自
助
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
積
極
的
な
広
報
活
動
・
啓
発

活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　今
年
度
は
町
内
12

地
区
で
防
災

講
話
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
防

災
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　引
き
続
き
防
災
講
話
な
ど
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
て
、
町
民
の
一
層
の

自
助
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

再
質
問

　町
の
備
蓄
は
何
食
、
何
日
分
の

用
意
が
あ
る
の
か
。

　ま
た
指
定
避
難
所
に
は
何
人

が
収
容
で
き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　山
梨
県
が
発
表
し
た
東
海
地

震
は
今
後
30

年
以
内
の
発
生
確

率
が
88

％
で
、
本

町

人
口
の

10

％
が
住
居
制
約
者
に
な
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
人
数
の
お
お
む
ね
３
日

分
の
食
糧
を
備
蓄
し
て
い
る
。

指
定
避
難
所
は
最
大
で
５
ケ
所

開
設
し
、
合
計
２
３
７
０
人
、

体
育
館
以
外
の
教
室
を
含
め
る

と
そ
れ
以
上
の
収
容
が
可
能
に

な
る
。

河
田

　昭
和
町
で
は
有
志
に
よ
る

「
女
性
防
災
ネ
ッ
ト
し
ょ
う
わ
」

が
活
動
し
て
い
る
が
、
自
発
的

に
活
動
す
る
女
性
た
ち
の
視
点

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、

防

災
に
対
す
る
「
女

性

防

災

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催

し
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長

　町
で
は
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
に「
女
性
防
災
ネ
ッ
ト

昭
和
」や「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
」の
方
な
ど
多
く
の
女
性
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
中
で
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め
て
い

る
。
引
き
続
き
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
を
町
の
防
災
対
策
に
反

映
し
、
強
化
に
努
め
て
い
く
。

　

　ま
た
他
市
町
村
の
取
り
組
み

事
例
等
を
調
査
、
研
究
し
、
女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問

　防
災
講
座
の
休
日
や
夜
間
の
開

催
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　ま
た
町
の
女
性
職
員
を
防
災

担
当
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　講
座
の
開
催
は
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　女
性
職
員
の
配
置
は
現
在
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

河
田

　ま
た
外
見
だ
け
で
は
識
別
さ

れ
に
く
い
が
支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
が
日
常
生
活
の
中
で

困
っ
た
時
に
支
援
を
求
め
や
す

く
す
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の
導

入
の
検
討
を
。

町
長

　町
で
は
差
別
相
談
の
窓
口
も

設
け
て
い
て
、
そ
の
基
幹
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
学
習
会
も
開
催
し
て

い
る
。

　今
後
も
障
害
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
来

年
度
に
向
け
て
導
入
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。

再
質
問

　昭
和
町
の
障
害
者
雇
用
は
現

状
足
り
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　現
在
、
町
で
は
障
害
者
を
３

人
雇
用
し
、
地
方
公
共
団
体
の

法
定
雇
用
率
の
2.3

％
に
は
達
し

て
い
な
い
が
、
人
数
的
に
は
達
し

て
い
る
。

河田　あけみ 議員

か わ だ あ け み

Q
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
の
開
催
を

A
他
市
町
村
の
事
例
等
を

調
査
、
研
究
し
検
討
す
る

Q
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
は

A
来
年
度
の
導
入
を

検
討
し
て
い
く
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一
般
質
問

一
般
質
問

Q 昭和町環境基本条例の施策の展開は

A 来年3月策定予定の基本計画に
基づき施策を推進していく

堀　近
年
、「
１
０
０
年
に
一
度
の
大

雨
」「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」「
観
測
史
上
初
」

な
ど
の
言
葉
が
日
常
的
に
飛
び

交
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
異
常
気

象
の
原
因
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る

の
が
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
に
よ
る

自
然
環
境
破
壊
だ
。

　先
進
国
を
中
心
に
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
を
目
的
と
し
た
パ
リ
協
定

も
結
ば
れ
る
な
ど
、
今
、
地
球
の
自

然
環
境
保
護
は
世
界
に
お
け
る
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　そ
ん
な
中
、
昭
和
町
に
お
い
て

は
４
月
に
昭
和
町
環
境
基
本
条
例

が
施
行
さ
れ
た
。

　良
好
な
自
然
環
境
と
健
全
な
社

会
環
境
の
保
全
と
創
造
を
推
進
す

る
た
め
の
素
晴
ら
し
く
、
誇
ら

し
く
も
あ
る
条
例
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　昭
和
町
環
境
基
本
条
例
は
、

環
境
保
全
の
基
本
理
念
を
定
め

る
と
と
も
に
、
施
策
の
基
本
的

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
町
民

の
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
の

施
策
を
、
総
合
的
、
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
謳

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
条
文

に
基
づ
い
て
計
画
の
策
定
業
務

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　来
年
３
月
策
定
予
定
の
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
環
境
施
策
の

推
進
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

再
質
問

　４
月
に
環
境
基
本
条
例
が

施
行
さ
れ
た
が
、
次
の
６
月
議

会
で
都
市
化
を
進
め
る
た
め

に
工
場
等
に
課
さ
れ
た
、
基
準

の
中
で
緑
地
面
積
率
を
大
幅

に
減
少
す
る
条
例
が
策
定
さ

れ
た
。

　工
場
の
緑
地
面
積
を
削
減
す

る
条
例
は
、
環
境
基
本
条
例
に

違
反
し
た
状
態
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
今
後
、
策
定
す
る
基
本

計
画
な
ど
の
実
行
性
を
ど
う

や
っ
て
担
保
し
て
い
く
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　環
境
基
本
計
画
の
実
行
性
に

つ
い
て
は
、
今
年
１
年
を
か
け
て

実
行
で
き
る
計
画
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
作
業
中
で
あ
る
。

　平
成
30

年
度
〜
39

年
度
ま
で

の
10

年
間
の
計
画
で
、
中
間
の

平
成
34

年
、
ま
た
は
社
会
環
境

の
変
化
に
伴
っ
て
見
直
し
て
い
く

予
定
で
も
あ
る
。

　６
月
議
会
で
決
め
ら
れ
た
、

工
場
等
の
緑
地
面
積
を
適
正
に

す
る
た
め
の
条
例
と
の
相
関
も

含
め
、
実
行
性
を
担
保
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

堀　門太 議員

ほ り も ん た
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追跡追跡

平成２８年８月、平成２９年７月　質問者：紙漉阿原区民

町民の質問に、議会と当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

あの要望は

    どうなった？
あの要望は

    どうなった？

　「昭和スポーツ広場」から
中央市のイッツモアに向か
う中央市との境の交差点に
一時停止標識の設置を

山梨学院大学との提携
〔年６回開催〕

《8月～９月》第１回～第３回まで開催

追
跡

追
跡

問

山梨学院大学の教授とともに課題に対して
実践的な研修を行いました！

「総合計画の策定と管理(PDCAサイクル)」

外川教授

「議会基本条例の見直しについて」　　　　 　　

江藤教授

「議員による調査・研究の進め方(第１回)」

江藤教授・外川教授　

８/１８

８/29

９/１

交差点の一時停止標識等の設置を

平成２９年1月　質問者：押越区民

　公園の北側の遊歩道に
照明の増設を問

押原公園の北側遊歩道に照明の設置を

　平成２９年８月、昭和
町側のガードレールにイ
ラスト入りの注意喚起看
板を設置しました。

答

　7月に照明10基を遊歩道に設置しました

が、暗い所があったので、新たに照明２基の

増設が完了します。

答

17
やまなし 議会だよりしょうわ No.175

平成 29 年 10 月 27 日発行



表　紙：・表題をいろんな人に書いてもらうのは良いと思う。

・書いた中学生を紹介するのは良い。　　　

内　容：・議会で決まったことの注意書きが少しわかりにくかった。

・組合議会報告で、いまいち活動内容がわからなかった。

・文字をもう少し大きくしたほうが良いところがあった。

裏表紙：・とても読みやすい。最優秀賞受賞おめでとうございます。

上記以外でも様々な意見をいただいています。毎号目を通し意見や感想をいただき、

試行錯誤しながらよりよい議会広報作りに努めています。

議会モニターの皆様ありがとうございました。

議会モニターから意見をいただきました！

広報編集特別委員会研修視察を行いました！

日　　時：9月28日（木）～9月29日（金）

場　　所：東京都砂防会館・埼玉県寄居町役場

研修内容：議会広報に関する講演、及び議会広報クリニック

寄居町議会の議会広報に関する視察研修

やまなし 議会だよりしょうわ No.175
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告

三郡衛生組合議会 予定
報告議員：石原　高明・石原　一好

（2市3町で構成）

次回は平成29年11月30日（木）午後2時～開催予定です。次回は平成29年11月30日（木）午後2時～開催予定です。

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 予定
報告議員：三井　猛

（27市町村で構成）

次回は平成29年10月27日（金）午後2時～開催予定です。

合務広 組 議域事務広 告報告議会報議会報合組合議務務組事事務域事域事広域広域 務 報報務域広広 議 報広 報報会広 議議議務務務組組組事事事 合合合議議議組組組合合合務務務域域域域域域広広広 組組組 議議議域域域事事事事事事務務務広広広 告報告告告告報告告報報告報告告告会報会報会報会報会報会報会報議議議議会会議会会報報会報合組合合合合組合合組組合組合合合合議議合議務務務務務務務務務務務組務組務組事事事事事事事事事事事務事務事務事域事事事事域事事域域事域域事域事域事域広域域域域広域域広広広広域広域広域広広広 務務務 報報報務務務域域域広広広 議議議 報報報広広広 報報報報報報会会会 告告告報報報会会会報報報告告告広域事務組合議会報告

甲府地区広域行政事務組合議会懇話会 報告

日　　時：

予算概要：

平成29年8月25日（金）午後4時30分～

大規模災害と緊急消防援助隊についての講演

【講師：甲府地区広域行政事務組合消防本部　警防課長 宮下光夫氏】

•緊急消防援助隊の概要

•過去の大きな地震災害を教訓に今後を考える

•東海地震や南海トラフ地震の切迫性

•防災の心構え

•家庭・地域・職場での災害発生時の行動

報告議員：塚原　將司・依田　茂巳

（3市1町で構成）

三郡衛生組合議会 予定

•家庭・地域・職場での災害発生時の行動

中巨摩地区広域事務組合議会 報告

日　　時：

内　　容：

諸 報 告：

平成29年10月5日（木）午前10時～

議案第13号～議案第23号

一般会計及び特別会計歳入・歳出決算書審査
《全員賛成で可決》

平成28年度の事業では、ごみ処理事業会計においては、

焼却施設の改良工事が平成27年度で終了したため、

決算額は前年度比較で歳出50.1％減

報告議員：遠藤　辰男・金丸　富一

（3市3町で構成）

議会運営委員会は平成29年11月20日（月）午前10時～開催予定です。
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地区住
民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

Ｑ

　
昭
和
町
の
開
発
条
例

が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
。

Ａ

　
押
原
地
区
の
開
発
に

つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
権

限
委
譲
を
含
め
、
現
在
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
中
で
あ
る
の
で
理

解
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ

　
押
原
公
園
内
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
凸
凹
で

歩
き
づ
ら
い
の
で
補
修
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ

　
昨
年
も
同
じ
質
問
が

あ
っ
た
が
再
度
町
に
確
認

す
る
。

Ａ（
当
局
）

　
木
製
チ
ッ
プ

を
固
め
た
舗
装
は
、
耐
久

性
が
短
く
何
度
か
補
修
し

て
き
た
が
均
一
に
摩
耗
せ

ず
凸
凹
が
目
立
つ
状
況
で

あ
る
。　

今
年
度
に
長
寿
命
化
計

画
策
定
を
行
い
、
来
年
度

に
国
の
補
助
を
要
望
し
、

平
成
31
年
度
か
ら
年
次
計

画
に
よ
り
全
面
改
修
を
す

る
予
定
。

　
損
傷
が
激
し
い
個
所
は

状
況
を
把
握
し
、
対
策
を

検
討
す
る
。

押原公園ランニングコースの補修を！

押原公園ランニングコースの補修を！

●
出

席

者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
28
名

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司 

議
長

○
地
元
議
員

　
石
原

　
高
明

7
月
15
日

　
区
公
会
堂

押
越
区 
（
第
１
回
）

おもなおもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺

の
交
通
渋
滞
が
激
し
い
た

め
、
子
ど
も
・
高
齢
者
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

要
望
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

　
町
か
ら
県
へ
の
要
望

と
、
県
議
を
通
じ
て
の
要

望
を
引
き
続
き
行
う
。

Ｑ

　
地

区

担

当

職

員

制

度

に
つ
い
て
、
休

止

と

な
っ
た
が
制
度
の
検
証
を

し
て
区
民
へ
報
告
を
し
て

ほ
し
い
。

Ａ

　
行
政
と
区
を
つ
な
ぐ

制
度
で
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
た
が
、
区
長
会
や
係

長
会
議
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
制
度
の

見
直
し
が
必
要
と
の
こ
と

か
ら
休
止
し
た
。

　
地
域
へ
の
説
明
な
ど
は

必
要
に
応
じ
て
行
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

道路改善を！
道路改善を！

●
出

席

者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
26
名

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
猛

　
　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司 

議
長

○
地
元
議
員

　
河
田 

あ
け
み

　
金
丸

　
富
一

7
月
17
日

　
区
公
会
堂

築
地
新
居
区 

（
第
２
回
）

おもなおもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応
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Ｑ

　
河
川
が
整
備
さ
れ
、

ホ
タ
ル
の
生
息
で
き
る
環

境

が

少
な
い
。
沼

公

園

な
ど
ホ
タ
ル
が
多
く
生
息

で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
事
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

Ａ

　
沼
公
園
や
町
内
河
川

は
整
備
し
た
た
め
、
ホ
タ

ル
の
生
息
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
ホ
タ

ル
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ

を
守
る
等
、
ホ
タ
ル
愛
護

会
と
連
携
し
、
愛
護
に
努

め
て
い
く
。

Ａ（
当
局
）

　
都
市
化
が
進

み
、
ホ
タ
ル
の
飼
育
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
が
、
杉
浦

医
院
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
愛
護
活
動
を
続
け
て
い

く
。

Ｑ

　
通
学
路
に
つ
い
て
踏

切
付
近
は
大
変
危
険
で
あ

る
た
め
表
示
等
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

Ａ（
当
局
）

　
踏
切
間
は
町

道
で
あ
る
た
め
、
町
で
の

対
応
が
可
能
。
今
後
、
押

小
の
職
員
会
議
と
阿
原
の

保
護
者
と
の
話
し
合
い
が

あ
る
の
で
、
意
見
を
聞
き

対
応
を
図
り
た
い
。 通学路の

安全対策を！

通学路の
安全対策を！

●
出

席

者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
17
名

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　
石
原

　
高
明

　
河
田 

あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
堀

　
　
門
太

　
塚
原

　
將
司 

議
長

○
地
元
議
員

　
石
原

　
一
好

7
月
28
日

　
区
公
会
堂

紙
漉
阿
原
区 
（
第
３
回
）

おもなおもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ

　
昭
和
町
に
流
入
人
口

が
増
え
る
中
、
小
学
生
な

ど
の
小
さ
い
子
ど
も
が
地

域
に
増
加
し
て
い
る
。
安

全
対
策
と
し
て
危
な
く

な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
ど

の
様
に
考
え
対
応
し
て
い

る
か
。

Ａ

　
街
頭
指
導
も
行
っ
て

い
る
が
交
差
点
の
事
故
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
は
、
道
路
標
示
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
等
設
置
し
て
対

処
し
て
い
る
。
議
会
も
地

域
の
安
全
の
た
め
、
協
力

し
て
い
く
。

Ｑ

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
行

わ
れ
て
い
る
パ
ー
ク
ア
ン

ド
バ
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、

バ
ス
の
運
行
時
間
を
早
朝

に
す
る
事
は
可
能
か
。

Ａ

　
主
に
甲
府
駅
か
ら
客

を
運
ん
で
く
る
こ
と
を

主
力
に
し
て
い
る
と
思
う

の
で
ど
う
か
。
町
へ
要
望

す
る
。

Ａ（
当
局
）

　
町
か
ら
イ
オ

ン
に
運
行
に
関
し
て
話
を

し
、
早
朝
の
増
便
が
で
き

る
か
検
討
す
る
。

 安全な仕組み
づくりを！

 安全な仕組み
づくりを！

●
出

席

者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
24
名

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
三
井

　
猛

　

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司 

議
長

9
月
28
日

　
区
公
会
堂

飯
喰
区 
（
第
４
回
）

おもなおもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

5

6

7

8

9

10

11

12

月　日

10月19日

10月20日

10月21日

11月18日

11月29日

12月15日

1月18日

1月28日

曜　日

木

金

土

土

水

金

木

日

地　区

上河東

上河東二区

西条一区

西条二区

清水新居

河西

河東中島

西条新田

時　間

7:00 ～

7:30 ～

7:30 ～

7:00 ～

6:30 ～

8:00 ～

7:30 ～

8:00 ～

担当委員会

教育厚生

総務

総務

産業土木

教育厚生

産業土木

総務

教育厚生

平成２９年度・井戸端会議　スケジュ－ル表
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第
７
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆様にスポットを当て、

活動の姿を追っていきます。今回は南甲府交通安全協会昭和支部を取材しました。

Q 主な活動は？

A 定例会を毎月第3土曜日の午後1時から中央

公民館会議室で開催。国母・押原小井川交番

の警察官も参加する中で情報交換。道路の危

険箇所の確認・カーブミラーの設置・道路標識

の設置などの安全対策に取り組んでいます。

また、小学生を対象に自転車教室を開催。交通

安全週間には街頭指導を行っています。街頭指導の様子①

交通安全街頭指導開始式

Q 現状の課題と今後の抱負を

A 道路事情が変化し交通量が増大。渋滞を避けよう

と裏道を通行する車両が増え小さな交差点での

事故が多発。交差点の安全対策が必要。交通事故

が1件でも減らせるよう活動していきたい。

支部長からひとこと

昭和町は本年9月16日で死亡事故ゼロ1,000日

達成し、山梨県より表彰。今後は2,000日を目指

し、安協役員一丸となり活動していきます。町民の

みなさまには危険箇所等ありましたら各地区の安

協役員にお声がけください。みなさんと力を合わ

せ交通事故のない平和な昭和町にしていきます。

街頭指導の様子②

笹本支部長へのインタビュー

Q 南甲府交通安全協会昭和支部とは

どんな組織ですか？

A 略称を安協昭和支部と呼びます。

12地区より男性3名・女性1名の

交通安全指導員を選出。

やまなし 議会だよりしょうわ No.175
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こんなご感想を
    いただきました！

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1 町のために○○ができること

2 平成２８年度決算　財政力指数○.○○％！！

3 井戸端会議　７月～9月　開催区は○箇所！

粗大ゴミの収集場所について

総合体育館になってから4年が

たって、町民にもなれてきた感じが

あります。地区の収集場所に集め

たときは、明らかに他町民と思わ

れる方がおいていったり、逆に金

属だけ選んで持っていく人がいた

りして、気持ちのいいものではあり

ませんでした。これ以上いい方法

はありません。従事するかたは大

変でしょうけど、身分証の提示も

含め、町民税を使って処分するこ

とを念頭に置いて今のやり方が一

番いいと思います。

（58歳・女性）

【応募方法】

①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）

④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想

を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送

りください。議会への要望・意見等もありました

ら、お受けいたします。

【あて先】

●〒409-3880 昭和町押越542-2

　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛

●FAX:055-275-0370

●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》　11月末日消印有効

議 会 ク イ ズ 正解者の中から抽選で5名の方に

図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより

175号（この号）を

読んでください

No.174に対する

前回のお葉書で

こんなご感想を
    いただきました！

みなさんの感想を

大募集！！

クイズに正解すると

図書カードを
差し上げます！
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司
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通
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だ
よ

り

し
ょ
う
わ

N
o
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7

.
1

0
.
2

7

1
7
5

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む

皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に
Vol.38

議会だよりはこうして作っています。
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　次
回
定
例
会
は
12

月
５
日
（
火
）

　開
催
予
定
で
す

　議
会
事
務
局

　☎
２
７
５ｰ

８
８
４
２

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

石
原

　
高
明

堀

　
　
門
太

林

　
　
和
仁

　
石
原

　
一
好

金
丸

　
富
一

　
依
田

　
茂
巳

住
み
や
す
い
街

　結
婚
す
る
一
年
前
に
主
人
は
転
勤
で
山
梨
へ
引
っ
越
し
て

来
ま
し
た
。住
む
所
を
探
し
て
い
る
時
知
人
か
ら
昭
和
町
が

良
い
と
聞
き
住
み
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
結
婚
し
私
も
住
み

始
め
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

　当
時
よ
り
街
並
み
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
医

療
機
関
が
増
え
便
利
で
生
活
し
や
す
い
町
に
な
り
ま
し
た
。

　土
地
勘
の
な
い
町
、
知
り
合
い
も
居
な
い
中
、
妊
娠
、
出
産

と
初
め
て
の
経
験
で
不
安
な
日
々
ば
か
り
で
し
た
。
町
で
行

な
っ
て
い
る
定
期
検
診
で
知
り
合
っ
た
マ
マ
と
友
達
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
人
と
の
繋
が
り
が
広
が
り
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に

も
入
っ
て
同
じ
年
齢
の
子
供
同
士
で
遊
ん
だ
り
悩
み
の
相

談
、
些
細
な
こ
と
で
も
す
ぐ
に
解
決
し
、三
人
の
子
供
に
恵

ま
れ
子
育
て
中
悩
む
こ
と
な
く
過
し
て
き
ま
し
た
。

　現
在
は
子
供
が
学
校
に
通
い
、
私
も
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。西
条
小
学
校
は
ほ
た
る
っ
子
ル
ー
ム
が
あ
り
、一
人
で
留

守
番
す
る
こ
と
な
く
二
人
で
帰
宅
す
る
の
で
安
心
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
習
い
事
の
送
迎
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
部
活
や
塾
、
受
験
の
話
も
聞
け
第

二
の
母
の
様
な
感
じ
で
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　沢
山
の
方
と
出
会
い
、支
え
て
頂
き
な
が
ら
子
育
て
が
出

来
、と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
も
充
実
し
た
子
育
て
支
援
が
あ
る
町
、
昭
和
町
だ

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　昭
和
町
に
28

歳
で
新
居
を
構
え
、
夫
婦
と
長
男
で
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
周
り
に
は
田
ん
ぼ
が
多
く
静
か
な
田

園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
来
た
当
初
は
何
も
わ
か

ら
ず
、
仕
事
・
子
育
て
に
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
が
、
地
域
の
行
事
で
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
小
正
月

に
各
家
庭
を
回
り
獅
子
舞
を
行
な
っ
て
い
た
事
で
し
た
。

　現
在
も
地
区
の
伝
統
を
守
り
若
者
中
心
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
長
老
の
方
か
ら
は
こ
の
会
は
絶
対
に
無
く
し

て
は
い
け
な
い
、
将
来
は
若
い
人
が
中
心
に
上
河
東
区
を

背
負
っ
て
い
く
の
で
、
会
の
存
在
を
大
切
に
す
る
よ
う
指

導
を
受
け
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　区
の
役
員
も
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
様
々
な
意

見
等
頂
き
な
が
ら
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
諸

先
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　現
在
は
民
生
・
児
童
委
員
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
民

生
・
児
童
委
員
創
設
１
０
０
周
年
の
記
念
の
年
で
、
重
要

な
役
割
を
改
め
て
認
識
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
人
口
増
加
、
高
齢
者
増
加
に
伴
い
様
々
な
事

案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

に
少
し
で
も
恩
返
し
で
き
る
様
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　昭
和
町
に
移
住
し
て
35

年
、
周
り
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
と
て
も
住
み
や
す
い
町
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
町

西
条
二
区

ま
つ

も
と

ゆ

か

さ
ん

松
本

　
由
佳

上
河
東
区

す
ぎ

は
ら

よ
し

ひ
こ

さ
ん

杉
原

　
喜
彦

議会だより175号編

集作業の様子です。

編集委員、事務局、業

者でよりよい広報を

つくるため頑張って

います。今後ともよろ

しくお願い致します。
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